
神
奈
押

高
徳
院

周

辺
遺
跡

所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
四
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
度
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
五
月
～
九
月

発
掘
機
関
　
　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
福
田
　
誠

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
中
頃
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
徳
院
周
辺
遺
跡
は
、
鎌
倉
の
西
端
、
大
仏
坂
の
南
側
に
位
置
し
、
高
徳
院

境
内
に
所
在
す
る
。
現
在
高
徳
院
は
大
異
山
高
徳
院
清
浄
泉
寺
と
号
し
、
鎌
倉

大
仏
と
し
て
有
名
な
国
宝
銅
造

阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
鎮
座
す
る

寺
院
で
あ
る
。

鎌
倉
大
仏
に
関
し
て
は
、
暦

仁
元
年

（
〓

〓
二
八
）
に
僧
浄

光
を
勧
進
聖
と
し
て
大
仏
堂
の

幻

造
営
が
始
ま
り
、
造
営
開
始
か

酸

ら
約
二
年
後
の
寛
元
元
年

（
一

二
四
一一）
に
は
木
造
の
大
仏
と
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大
仏
殿
が
完
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（『吾
妻
鏡
』
同
年
八
月
一
七
日
辛
己
条
）。

ま
た
、
建
長
四
年

（
〓
一≡

α

に
は
、
金
銅
製
で
同
規
模
の
大
仏
の
鋳
造
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

（同
年
六
月
一
六
日
辛
西
条
）
が
、
こ
れ
が
木

造
大
仏
の
造
り
替
え
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
別
の
も
の
で
あ
る
の
か
は
判
然

と
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
大
仏
殿
は
、
明
応
四
年

（
一
四
九
五
）
に
大
地
震
の
際

に
発
生
し
た
津
波
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

（『鎌
倉
大
日
記
』
同
年
八
月
一
五
日
条
）、

そ
の
結
果
現
在
の
よ
う
な
露
座
の
大
仏
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

（田

洋
坦

「鎌
倉
大
仏
に
関
す
る
史
料
集
成
稿
」
翁
美
術
研
究
』
二
一
七
、　
一
九
六
二
年
》
。

前
年
度
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
大
仏
殿
の

遺
構
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、
礎
石
を
据
え
る
た
め
に
砂
利
と
凝
灰
質
泥
岩
を
交

互
に
つ
き
固
め
た
、
根
固
め
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
砂
利
は
、
相

模
川
の
河
日
か
ら
東
側
、
茅
ヶ
崎
海
岸
周
辺
で
採
集
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る

（松
島
義
章

「鎌
倉
大
仏
の
礎
石
地
盤
を
固
め
る
版
築
に
使
わ

れ
た
砂
利
採
集
地
」
〈鎌
倉
市
教
育
委
員
会

『鎌
倉
大
仏
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
　
平
成

一
三
年
度
』
一
一〇
〇
二
年
》
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇

一
年
度
調
査
は
、
境
内

に
一
五
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
礎
石
の
根
固

め
の
ほ
か
に
、
大
仏
造
立
時
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
斜
面
堆
積
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
根
固
め
の
位
置
な
ど
か
ら
、
大
仏
殿
の
規
模
を
七
間
四
方
桁
行

一
四

五
尺

（約
四
四
じ

梁
行

一
四
〇
尺

谷約
四
二
・
五
じ

と
推
定
で
き
る
と
い
う

貴
重
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

木
簡
は
、
大
仏
の
南
東
に
あ
る
高
徳
院
駐
車
場
北
側
に
設
け
た
ト
レ
ン
チ
で

あ
る

一
二
区
に
お
い
て
出
土
し
た
。
出
土
層
位
は
、
第
三
層
と
さ
れ
る
凝
灰
質

泥
岩
に
よ
る
地
業
層
の
下
で
、
同
じ
調
査
区
内
か
ら
は
年
代
が
推
定
で
き
る
よ

う
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
も
の
の
、
同
様
の
土
層
堆
積
状
況
を
示
す
九
区

に
お
い
て
、
出
土
し
た
か
わ
ら
け
な
ど
か
ら
、　
三
二
世
紀
末
頃
と
推
定
さ
れ
る

層
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
、
木
簡
も
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

一
二
区
か
ら
は
ほ
か
に
、
円
盤
状
の
曲
物
の
底
板
と
考
え
ら
れ
る
木
製
品
や
、

若
干
の
鉱
淳
が
認
め
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い
　
×
日
如
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（牌じ

る
要
∞
３
Φ

上
部
は
欠
損
し
て
お
り
、
下
端
も
わ
ず
か
に
欠
け
る
。
下
部
は
先
端
に
向
か

っ
て
細
く
尖
ら
せ
る
。
樹
種
は
ス
ギ
。
上
部
欠
損
の
た
め
推
測
に
と
ど
ま
る
が
、

「南
無
大
日
如
来
」
と
書
か
れ
た
笹
碁
婆
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
教
育
委
員
会

『鎌
倉
大
仏
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
　
平
成

一
二
年

度
』
全
δ
〇
一
年
）

同

『鎌
倉
大
仏
周
辺
発
掘
調
査
報
告
書
　
平
成

一
三
年
度
』
全
一〇
Ｑ

一年
）

（鈴
木
絵
美
）

一

一




